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例
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
今
年
も
2
月
に
ふ
る
さ

と
づ
く
り
大
賞
の
授
賞
式
が
東
京
で
行
わ
れ
た
。
ふ

る
さ
と
づ
く
り
大
賞
は
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
情

熱
や
想
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的
」（
総
務
省
H
P
よ
り
）
と

し
て
、
個
人
も
し
く
は
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

自
治
省
か
ら
総
務
省
に
引
き
継
が
れ
た
賞
で
、
今
年

で
40
年
目
を
迎
え
る
と
い
う
歴
史
の
あ
る
賞
で
あ
る
。

今
年
度
の
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
に
は
、
都
会
か
ら

遠
く
離
れ
た
小
さ
な
集
落
で
仲
間
と
活
動
し
て
い
る

魅
力
的
な
個
人
や
団
体
が
多
く
選
ば
れ
た
。
最
優
秀

賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
は
ふ
る
さ
と
甑
島
（
鹿
児

島
県
薩
摩
川
内
市
）
で
「
集
落
文
化
」
を
活
か
し
て
、

商
品
開
発
や
古
民
家
再
生
、
移
住
定
住
促
進
な
ど
多

彩
な
仕
事
を
手
掛
け
る
会
社
を
興
し
、
18
人
の
雇
用

を
創
出
し
て
い
る
山
下
賢
太
氏
。

優
秀
賞
（
総
務
大
臣
表
彰
）
は
戸
馳
島
（
熊
本
県

宇
城
市
）
を
中
心
に
イ
ノ
シ
シ
の
害
か
ら
地
域
を
守

る
た
め
に
I
T
技
術
を
駆
使
し
て
年
間
1
0
0
0
頭

も
の
イ
ノ
シ
シ
を
駆
除
し
、
さ
ら
に
ジ
ビ
エ
に
ま
で

し
て
い
る
「
く
ま
も
と
☆
農
家
ハ
ン
タ
ー
」
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
白
山
の
ふ
も
と
、
石
徹
白
（
岐
阜
県
郡

上
市
）
の
小
さ
な
集
落
で
小
水
力
発
電
や
伝
統
的
な

直
線
裁
ち
の
衣
料
の
再
興
な
ど
を
と
お
し
て
50
人
ほ

ど
の
移
住
者
を
生
み
出
し
た
平
野
彰
秀
氏
。
平
野
氏

自
身
も
移
住
者
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
よ
こ
ら
ぼ
」
と
い
う
住
民
の
知
恵
を

活
か
し
た
ま
ち
お
こ
し
の
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
る
埼
玉
県
横
瀬
町
に
も
優
秀
賞
が
贈
ら

れ
た
。
補
助
金
に
頼
る
こ
と
な
く
、
知
恵
と
官
民
の

コ
ラ
ボ
で
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
る
創
造
的
な
取
り

組
み
で
あ
る
。
5
年
間
で
1
0
0
件
以
上
の
取
り
組

み
を
応
援
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
小
さ
な
ま
ち
や
集
落
が
拠

点
と
な
っ
て
お
り
、
個
々
人
の
想
い
が
形
と
な
っ
た

営
み
で
あ
る
。
地
に
足
が
着
い
た
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
、
地
域
を
越
え
て
多
く
の
人
々
の
共
感
を
得
る

よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大

賞
の
受
賞
者
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を

応
援
し
た
い
。

桜花爛漫の季節を迎える松前城（北海道松
まつ

前
まえ

町
ちょう

）

写真キャプション
松前城や寺町、観光施設の松
前藩屋敷を含む広いエリアが
松前公園として整備されてい
る。公園では松前生まれの約
100種を含む250種１万本の
桜を見ることができる。日本さ
くら名所100選に選定されて
おり、全国でも有数の桜の名
所となっている。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞國

學
院
大
學
教
授

西に
し

村む
ら 

幸ゆ
き

夫お

政

策

フ
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ム
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報
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

離
島
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

は
、
第
2
1
0
回
国
会
に
衆
議
院
国
土
交

通
委
員
長
に
よ
り
令
和
４
年
11
月
９
日
に

同
委
員
会
に
提
案
さ
れ
、
同
日
に
衆
議
院

国
土
交
通
委
員
会
及
び
翌
10
日
の
衆
議
院

本
会
議
に
お
い
て
、
ま
た
15
日
の
参
議
院

国
土
交
通
委
員
会
、
18
日
の
参
議
院
本
会

議
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
11
月
28
日

に
公
布
、
一
部
施
行
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

離
島
振
興
法
は
、
昭
和
28
年
に
議
員
立

法
に
よ
り
制
定
さ
れ
、
以
後
10
年
ご
と
に

議
員
立
法
に
よ
り
改
正
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
自
民

党
の
離
島
振
興
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

令
和
３
年
３
月
か
ら
関
係
者
や
各
省
庁
か

ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
基
に
精
力
的
な
ご
議

論
が
行
わ
れ
、「
新
し
い
離
島
振
興
の
基

本
方
策
（
大
綱
）」
と
し
て
法
改
正
に
お

け
る
基
本
的
な
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
公
明
党
の
離
島
振
興
対
策
本

部
に
お
い
て
も
、
現
地
調
査
の
成
果
も
踏

ま
え
つ
つ
「
新
た
な
離
島
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

2
0
2
2
」が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
野
党
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
て

頂
き
な
が
ら
改
正
内
容
を
固
め
て
頂
き
、

成
案
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
法
改
正

に
向
け
て
国
会
議
員
の
先
生
方
に
は
多
大

な
る
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
以
下
に
、
改
正
離
島
振
興
法
に

つ
い
て
概
説
い
た
し
ま
す
。（
次
の
図
中

の
左
側
が
旧
法
の
内
容
、
右
側
が
今
回
改

正
で
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
内
容
に
な
り
ま

す
。）改

正
離
島
振
興
法
の
概
説

改
正
離
島
振
興
法
の
概
説

第
一
　
総
則
的
事
項

⑴
目
的
の
改
正
（
第
１
条
関
係
）

離
島
の
役
割
と
し
て
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
及
び
活
用
」
が
追
加
さ

れ
る
と
と
も
に
、
離
島
振
興
に
お
け
る
、

関
係
人
口
の
よ
う
な
「
島
外
の
人
材
を
巻

き
込
ん
で
い
く
視
点
」
が
追
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て

は
、
自
然
豊
か
な
離
島
地
域
が
そ
の
普
及

に
あ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

で
あ
る
、
と
い
う
考
え
に
立
っ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
関
係
人
口
に
関
し
て
は
、
人

口
減
少
が
進
む
中
で
離
島
振
興
に
取
り
組

む
に
あ
た
り
、
離
島
と
継
続
的
な
関
係
を

有
す
る
人
々
の
拡
大
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。

⑵�

都
道
府
県
の
責
務
（
新
設
）（
第
１
条

の
３
関
係
）

離
島
市
町
村
を
支
え
、
離
島
振
興
を
担

う
都
道
府
県
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た

め
、「
都
道
府
県
に
よ
る
離
島
市
町
村
へ

の
支
援
の
努
力
義
務
」
が
新
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
展
し
て

い
る
中
で
、
効
果
的
な
離
島
振
興
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
最
前
線
で
離
島
振
興

施
策
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
を
支
え
る

都
道
府
県
の
役
割
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
複
数

の
市
町
村
に
よ
る
広
域
的
な
連
携
の
確
保

や
市
町
村
に
対
す
る
必
要
な
情
報
提
供
等

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
　�

離
島
振
興
計
画
の
記
載
事
項
の
充

実
等（
第
４
条
、第
７
条
の
４
関
係
）

都
道
府
県
が
策
定
す
る
離
島
振
興
計
画

の
記
載
事
項
を
充
実
さ
せ
る
た
め
「
計
画

の
目
標
、
期
間
の
設
定
」、「
計
画
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
関
す
る
事
項
」、「
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
産
業
振
興
に
関
す
る
事

項
」
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
離
島
振
興

計
画
に
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
観
点
を
盛

り
込
み
、
そ
の
下
で
都
道
府
県
と
市
町
村

が
一
丸
と
な
っ
て
産
業
振
興
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
で
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
は
離

島
住
民
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
か
ら
、
国
が
公
表
す
る
離
島
振
興
対

策
実
施
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
事
業
の

中
に
、
石
油
製
品
の
価
格
の
低
廉
化
に
関

す
る
事
業
を
含
む
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

第
三
　�

離
島
地
域
に
対
す
る
配
慮
規
定
の

充
実

⑴
医
療
（
第
10
条
関
係
）

離
島
に
お
け
る
医
師
不
足
等
の
状
況
に

鑑
み
、
医
療
に
お
け
る
支
援
の
充
実
を
図

る
観
点
か
ら
、「
医
師
の
確
保
等
の
医
療

の
充
実
」
に
つ
い
て
特
別
な
配
慮
と
す
る

改
正
離
島
振
興
法
の
概
要

改
正
離
島
振
興
法
の
概
要

��
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０００


億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２０００



億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０００


億
円
の

う
ち
６
０００


億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０００


億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

【公共事業について特別の配慮】
【地方債について特別の配慮】
【医療】
・医師の確保等の医療の充実について適切な配慮

【介護・福祉】
・介護サービスの提供、従事者確保等について適切な配慮
・福祉施設の整備等について適切な配慮

【交通・通信】
・交通の確保充実等について特別の配慮
・高度情報通信ネットワーク等の充実について適切な配慮

【産業振興】
・農林水産業の生産基盤強化等について適切な配慮

【就業促進】
・職業能力開発のための施策等について適切な配慮

【生活環境整備】
・住宅等、生活環境の確保のための施策について適切な配慮

【教育】
・島外の学校に通学する生徒等への支援について適切な配慮
・教職員の確保について特別の配慮
・学校教育の充実、生涯学習振興について適切な配慮

【エネルギー】
・再生可能エネルギーの利用の推進について適切な配慮

【地域文化振興について適切な配慮】
【観光振興・地域間交流について適切な配慮】
【自然環境の保全再生について適切な配慮】
【防災】
・防災対策の推進について適切な配慮

【その他法律の規定の運用等について適切な配慮】

７．離島に対する各種配慮規定

離島振興法の一部を改正する法律 概要
今般の改正事項

離島振興法の法期限を10年間延長する（令和14年度末まで）
※改正後５年経過した場合、必要に応じて見直し等を講じる

Ⅳ．離島振興法の法期限の延長【附則第２項】

（１）基本方針等に「橋梁の整備」を明記【第３条】
（２）離島振興計画の記載事項の充実【第４条】
①計画の目標及び期間・フォローアップに関する事項
②地域の特性に応じた産業振興に関する事項
③都道府県による離島市町村への支援に関する事項

（３）石油製品の価格の低廉化に関する事業の公表を明記【第７条の４】

Ⅱ．離島振興計画の記載事項の充実等

旧法に規定されている主な事項

８．離島振興法の法期限（令和４年度末まで）

•「領域、排他的経済水域等の保全、海洋資源の利用、多様な
文化の継承、自然環境の保全等重要な役割を担う離島が、厳
しい自然的社会的条件下にあることに鑑み、地域における創
意工夫を生かしつつ、離島の振興のための特別の措置を講ず
ることによって、無人の離島の増加及び人口の著しい減少の
防止や定住の促進を図り、あわせて国民経済の発展及び国民
の利益の増進に寄与することを目的とする。」

１．法の目的
「」内の条文は一部要約したもの

•「国は、離島の振興のため必要な施策を総合的かつ積極的に
策定し、及び実施する責務を有する。」

２．国の責務

•「都道府県は、離島振興基本方針に基づき、離島振興計画を
定めるよう努めるものとする｡｣(策定時は市町村が案を作成)

５．離島振興計画

基本的な方針のほか、交通、通信、産業、雇用、生活環境、
医療、介護、福祉、教育、再エネ、防災等について記載

３．離島振興対策実施
地域の指定

４．離島振興基本方針

６．補助割合の特例、離島活性化交付金等

①離島の役割として、多様な再生可能エネルギーの導入及び活用を追加
➁離島振興において、｢関係人口」のような島外の人材を巻き込んでいく
視点を追加

（２）都道府県の責務（新設）【第１条の３】
•都道府県による離島市町村への支援の努力義務を新設

Ⅰ．総則的事項
（１）目的の改正【第１条】

Ⅲ．離島に対する配慮規定の充実

•住民が安心して生活できるよう、医師不足等の状況に鑑み、医師の確保
等の医療の充実について特別の配慮とする。

•地理的な制約を和らげ、住民負担の軽減に資する「遠隔医療」について
配慮規定に明記

（１）医療【第10条】

•介護の担い手不足が深刻化する中､離島の介護従事者を確保するため｢島
内人材等の活用促進｣、｢介護ロボットの導入」について配慮規定に明記

•多様な方々が離島に住み続けられるよう「障害者福祉｣､「児童福祉」に
ついても配慮規定に明記

（２）介護・福祉【第10条の２、第11条】

•「高速安定航行が可能な船舶などの船舶・航空機に対する設備投資」、
「ドローンの活用」について配慮規定に明記

•情報通信基盤はICT活用のための基礎的インフラであるため、高度情報
通信ネットワークの充実について特別の配慮とする。

•高度情報通信ネットワークの充実を図る上で離島の負担となりうる「維
持管理」について配慮規定に明記

（３）交通・通信【第12条、第13条】

•人口減少が進む離島において、担い手確保を図るため､｢高齢者の就業促
進」について配慮規定に明記

（５）就業促進【第14条の２】

•定住促進を図る上で有効な空家改修による住宅の確保を促進するため、
「空家活用」について配慮規定に明記

（６）生活環境整備【第14条の３】

•将来の関係人口にもつながる「離島留学」及び教育の質の向上等につな
がる「遠隔教育」について配慮規定に明記

•小中学校を含む公立学校の教職員の定数・処遇について配慮規定に明記

（７）教育【第15条】

•全国的な脱炭素化の動きが高まる中､｢再生可能エネルギーの利用推進施
策の充実」や「地域の実情に応じた再生可能エネルギーの活用」につい
て配慮規定に明記

（８）エネルギー【第17条の３】

•高齢化が進む小規模離島について、日常生活に必要な環境の維持が図ら
れるよう配慮する規定を新設

（１１）小規模離島への配慮（新設）【第17条の６】

•離島の風水害や地震への対策を進めるため､｢事前防災、減災等に資する
国土強靱化」について配慮規定に明記

（９）防災【第17条の４】

•昨今の社会の変化を踏まえ､｢場所に制約されない働き方の普及」につい
て配慮規定に明記

（４）産業振興【第14条】

•感染症が発生した場合等における離島の住民生活の安定及び福祉の向上
について配慮規定を新設

（１０）感染症発生時等（新設）【第17条の５】

•離島に係る規制の見直しについて提案があった場合の配慮規定を新設
（１２）規制の見直し（新設）【第18条の２】

令和４年11月28日公布
令和５年４月１日施行
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と
と
も
に
、「
遠
隔
医
療
」
に
つ
い
て
配

慮
規
定
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
離
島
地

域
で
は
、
医
師
等
の
医
療
人
材
の
確
保
が

非
常
に
困
難
で
あ
る
等
、
医
療
体
制
が
脆

弱
で
あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
大
き
な
不
安

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
を
は
じ
め
と
し
た
遠
隔
医
療

は
、
四
方
を
海
で
囲
ま
れ
た
離
島
地
域
の

隔
絶
性
を
和
ら
げ
、
住
民
の
負
担
軽
減
に

資
す
る
、
と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
配
慮
規
定
と
は
、
離
島
が
厳
し

い
自
然
的
社
会
的
条
件
下
に
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
離
島
の
振
興
に
つ
い
て
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
積
極
的
な
取
組
姿
勢
を

示
す
た
め
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、特
に「
特

別
な
配
慮
」
と
し
て
い
る
も
の
は
、
各
分

野
横
断
的
な
事
項
や
、
離
島
住
民
に
と
っ

て
極
め
て
喫
緊
な
事
項
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑵�

介
護
・
福
祉
（
第
10
条
の
２
、
第
11
条

関
係
）

離
島
地
域
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、

介
護
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
一
方
、

介
護
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、「
島
内
人
材
等
の
活
用

促
進
」、「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
」
に
つ

い
て
配
慮
規
定
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
方
々
が
離
島
に
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
、「
障
害
者
福
祉
」、「
児
童

福
祉
」
に
つ
い
て
も
配
慮
規
定
に
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑶�

交
通
・
通
信
（
第
12
条
、
第
13
条
関
係
）

離
島
航
路
や
離
島
航
空
路
は
赤
字
路
線

も
多
く
、
使
用
さ
れ
る
船
舶
や
機
体
の
老

朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ

ル
を
含
む
船
舶
や
航
空
機
の
更
新
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
高
速
安
定
航
行
が
可
能
な
船
舶
、
い
わ

ゆ
る
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
な
ど
の
船
舶
や

航
空
機
に
対
す
る
設
備
投
資
」に
つ
い
て
、

配
慮
規
定
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

離
島
地
域
の
物
流
効
率
化
に
向
け
、「
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
」
に
つ
い
て
配
慮
規
定
に

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
、
遠
隔
医
療

や
遠
隔
教
育
を
は
じ
め
、
物
流
、
産
業
等

の
各
方
面
で
I
C
T
を
活
用
し
た
取
組
に

不
可
欠
な
基
本
的
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
離
島

地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
四
方
を
海
で
囲

ま
れ
て
い
る
と
い
う
条
件
不
利
性
を
克
服

す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
」

に
つ
い
て
特
別
な
配
慮
に
す
る
と
と
も

に
、「
維
持
管
理
」
に
つ
い
て
も
離
島
地

域
に
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

規
定
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑷
産
業
振
興
（
第
14
条
関
係
）

コ
ロ
ナ
禍
や
I
C
T
技
術
の
進
展
等
に

よ
っ
て
一
層
広
が
り
を
見
せ
る
リ
モ
ー
ト

オ
フ
ィ
ス
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ

て
離
島
地
域
へ
の
移
住
や
定
住
を
促
す
こ

と
は
、
離
島
地
域
の
持
つ
魅
力
的
な
地
域

資
源
を
活
用
し
、
今
ま
で
と
違
っ
た
新
た

な
産
業
や
雇
用
を
生
み
出
す
契
機
と
な
り

ま
す
。
産
業
振
興
を
図
る
う
え
で
、
こ
う

し
た
観
点
か
ら
の
取
組
も
重
要
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
、「
場
所
に
制
約
さ
れ
な
い

働
き
方
の
普
及
等
の
社
会
の
変
化
を
踏
ま

え
る
」
旨
が
配
慮
規
定
に
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑸
就
業
促
進
（
第
14
条
の
２
関
係
）

離
島
地
域
に
お
い
て
担
い
手
確
保
を
図

る
た
め
に
は
、
島
内
人
材
を
最
大
限
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
離
島
に
お

い
て
は
、
高
齢
者
に
も
積
極
的
に
ご
活
躍

し
て
頂
く
た
め
、「
高
齢
者
の
就
業
促
進
」

に
つ
い
て
配
慮
規
定
に
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑹
生
活
環
境
整
備
（
第
14
条
の
３
関
係
）

U
I
J
タ
ー
ン
者
の
定
住
促
進
の
た
め

に
は
島
内
に
お
け
る
住
宅
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
り
、
特
に
土
地
の
狭
隘
な
離
島
地

域
に
と
っ
て
は
空
き
家
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

空
き
家
改
修
等
に
よ
る
「
空
き
家
活
用
」

に
つ
い
て
配
慮
規
定
に
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑺
教
育
（
第
15
条
関
係
）

離
島
は
豊
か
な
自
然
環
境
や
多
様
な

文
化
に
恵
ま
れ
、
教
育
の
場
と
し
て
都

会
で
は
で
き
な
い
魅
力
的
な
体
験
を
提

供
す
る
な
ど
、
大
き
な
可
能
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
離
島
地
域
の

小
規
模
な
学
校
の
維
持
や
活
性
化
の
み

な
ら
ず
、
離
島
住
民
と
の
交
流
等
を
通

じ
、
将
来
の
関
係
人
口
に
も
つ
な
が
る

「
離
島
留
学
」、
教
育
の
質
の
向
上
や
機

会
の
拡
大
等
に
つ
な
が
る
「
遠
隔
教
育
」

に
つ
い
て
配
慮
規
定
に
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
離
島
地
域
に
お
い
て
、
教
職
員

の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
と
も

に
、
優
れ
た
人
材
を
確
保
し
、
学
校
教
育

の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
小
中
学
校
を
含
む
公
立
学
校
の
教

職
員
の
定
数
・
処
遇
に
つ
い
て
配
慮
規
定

に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑻
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
第
17
条
の
３
関
係
）

離
島
地
域
は
風
力
、
波
力
、
太
陽
光
な

ど
の
豊
富
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
脱
炭
素
化
の
動

き
が
高
ま
る
中
、
離
島
地
域
に
お
い
て
も

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
進
め
る

こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
資
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
島
外
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
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を
移
出
す
る
こ
と
で
新
た
な
産
業
の
創
出

に
も
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
推
進
施
策
の
充
実
」
や
「
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
」
に
つ
い
て
配
慮
規
定
に
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

⑼
防
災
（
第
17
条
の
４
関
係
）

地
形
が
急
峻
で
集
落
が
沿
岸
部
に
あ
る

こ
と
も
多
い
離
島
地
域
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
を
受
け
や
す
い
条
件
下
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
風
水
害
や
地
震
、
津
波

等
へ
の
対
策
を
進
め
る
た
め
、「
事
前
防

災
、
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靭
化
」

に
つ
い
て
配
慮
規
定
に
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑽�

感
染
症
発
生
時
等
（
新
設
）（
第
17
条

の
５
関
係
）

昨
今
の
情
勢
に
鑑
み
、
国
民
生
活
及

び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
感
染
症
が
発
生
し
た
場

合
等
に
お
い
て
も
、
他
の
地
域
の
住
民
と

で
き
る
限
り
同
様
の
生
活
条
件
が
保
た

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
等

に
お
け
る
離
島
の
住
民
生
活
の
安
定
及
び

福
祉
の
向
上
」
に
つ
い
て
、
新
た
な
配
慮

規
定
と
し
て
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑾�

小
規
模
離
島
へ
の
配
慮
（
新
設
）（
第

17
条
の
６
関
係
）

人
口
減
少
や
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に

よ
り
、
地
域
の
担
い
手
確
保
が
困
難
と
な

り
、
例
え
ば
商
店
の
閉
鎖
に
伴
っ
て
、
買

い
物
環
境
が
失
わ
れ
る
な
ど
の
課
題
が
生

じ
る
よ
う
な
島
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
高
齢
化
が
進
む
「
小
規
模
離
島

に
お
い
て
日
常
生
活
に
必
要
な
環
境
の

維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
」

が
新
た
な
規
定
と
し
て
新
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑿�

規
制
の
見
直
し
（
新
設
）（
第
18
条
の

２
関
係
）

国
が
行
う
規
制
に
つ
い
て
離
島
地
域
の

自
然
的
社
会
的
諸
条
件
及
び
地
域
社
会
へ

の
影
響
を
踏
ま
え
、「
離
島
に
係
る
規
制

の
見
直
し
に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
場
合

に
配
慮
す
る
こ
と
」
を
新
た
な
規
定
と
し

て
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
四
　�

離
島
振
興
法
の
法
期
限
の
延
長

（
附
則
第
２
項
、
改
正
附
則
第
４

条
関
係
）

離
島
振
興
法
の
法
期
限
が
令
和
14
年

度
末
ま
で
と
、
10
年
間
延
長
さ
れ
て
い

ま
す
。　

な
お
、
離
島
振
興
に
関
す
る
施
策
を
効

果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
必
要
な
見
直
し

を
柔
軟
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、改
正
後
５
年
を
経
過
し
た
場
合
に
、

法
律
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
五
　�

国
の
負
担
若
し
く
は
補
助
又
は
交

付
金
に
関
す
る
経
過
措
置（
新
設
）

（
改
正
附
則
第
３
条
関
係
）

令
和
５
年
度
の
予
算
に
係
る
国
の
負

担
若
し
く
は
補
助
又
は
交
付
金
の
交
付

に
係
る
事
業
等
で
、
都
道
府
県
が
新
た

に
離
島
振
興
計
画
を
定
め
る
ま
で
の
間

に
、
離
島
の
振
興
の
た
め
に
緊
急
に
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は

新
法
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
経
過
措
置
が
新
た
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

令
和
5
年
度
予
算
に
お
い
て
は
離
島
振

興
法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、「
離
島
活

性
化
交
付
金
」
に
加
え
て
、
新
た
に
「
離

島
広
域
活
性
化
事
業
」
を
創
設
す
る
こ
と

で
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
実
装
に
向
け
た

取
組
、小
規
模
離
島
等
生
活
環
境
の
取
組
、

外
装
も
含
め
た
空
き
家
改
修
の
取
組
等
へ

の
支
援
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
で
十
分
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
第
一
歩
で
は
あ
り
ま
す
が
、

離
島
自
治
体
に
は
ぜ
ひ
有
効
に
活
用
し
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

離
島
の
抱
え
る
課
題
は
、
日
本
全
体
が

抱
え
る
課
題
が
複
合
的
か
つ
先
鋭
的
に
表

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
意
味
で
離
島
の
課
題

に
対
応
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
課
題
解
決

に
向
け
た
道
標
に
な
る
も
の
で
す
。
離
島

振
興
法
で
お
示
し
頂
い
た
方
向
に
向
か
っ

て
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
５
月
１
日
付
、
５
月
８
日
付
の
町
村

週
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、休
刊
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
２
３
９
号
は
５
月
15
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先

国
土
交
通
省　

国
土
政
策
局

離
島
振
興
課

担
当
：
塚
本　

邦
芳

電
話
：�

0
3

-

5
2
53


-

8
4
2
1

（
直
通
）
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村
の
概
要

山
梨
県
小
菅
村
は
山
梨
県
の
北
東
部
、
都

内
を
貫
流
す
る
多
摩
川
の
源
流
部
に
位
置
し

て
お
り
、東
京
都
奥
多
摩
町
と
接
し
て
い
る
。

８
つ
あ
る
集
落
の
う
ち
７
集
落
は
多
摩
川
水

系
の
小
菅
川
沿
い
、
１
集
落
は
相
模
川
水
系

の
鶴
川
沿
い
に
位
置
す
る
。
標
高
は
５
３
０

ｍ
か
ら
２
、
０
０
０
ｍ
と
高
低
差
に
富
み
、

村
の
面
積
の
95
％
を
森
林
が
占
め
る
。ま
た
、

約
３
割
が
東
京
都
の
水
源
涵
養
林
。
都
心
か

ら
約
80
㎞
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

令
和
５
年
２
月
現
在
の
人
口
は
６
５
２

人
、
高
齢
化
率
は
47
％
。

小
菅
村
で
は
地
域
活
性
化
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
私
た
ち

は
そ
ん
な
小
菅
村
を
訪
問
し
、
村
内
施
設

を
巡
り
な
が
ら
村
の
皆
さ
ま
に
お
話
を
う

か
が
っ
た
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し

た
い
。

株
式
会
社
源み

な
も
と

１
０
０
％
村
出
資
の
株
式
会
社
で
、
観
光

分
野
を
中
心
に
、
村
内
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
を
活

か
し
た
産
業
の
振
興
を
目
指
し
て
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
小
菅
村
の
資
源
を
活
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
の
企
画
、
小
菅
村
人
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
発
行
や
こ
す
げ
村
情
報
サ

イ
ト
「
こ
、
こ
す
げ
ぇ
ー
」
の
運
営
と
と
も

に
、
小
菅
の
湯
、
道
の
駅
こ
す
げ
、
フ
ォ
レ

ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
こ
す
げ
の
管
理
運
営

を
担
っ
て
い
る
。

⑴
小
菅
の
湯

平
成
６
年
に
村
営
の
日
帰
り
温
泉
と
し
て

オ
ー
プ
ン
、
平
成
29
年
か
ら
は
株
式
会
社
源

が
運
営
し
て
い
る
。

高
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
で
、
美
肌
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
「
美
人
の
湯
」
と
し
て

の
評
判
も
高
い
。
村
民
の
み
な
ら
ず
、
隣
接

▲多摩川源流部に位置する小菅村は豊かな自然に囲まれている

山梨県

小菅村

小こ

菅す
げ

村む
ら

山
梨
県

多
摩
川
源
流
の
郷

　
　
　
　
山
梨
県
小
菅
村
を
訪
ね
て
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す
る
大
月
市
や
東
京
方
面
か
ら
訪
れ
る
客
も

多
い
。

併
設
の
食
事
処
「
ひ
の
き
」
で
は
小
菅
村

な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
に
用
意
さ
れ

て
お
り
、
村
名
産
の
新
鮮
な
わ
さ
び
を
使
用

し
た
風
味
豊
か
な
「
生
わ
さ
び
丼
」
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
道
の
駅
こ
す
げ

平
成
27
年
に
オ
ー
プ
ン
。
小
菅
村
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
「
源
流
レ
ス
ト

ラ
ン
」、
地
元
の
特
産
品
を
販
売
す
る
「
物

産
館
」、
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
「
ふ
れ
あ

い
館
」
か
ら
成
る
。

源
流
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
石
窯
で
焼
く
ピ

ザ
を
は
じ
め
、
小
菅
村
の
山
の
幸
、
川
の
幸

を
使
っ
た
イ
タ
リ
ア
ン
が
楽
し
め
る
。

物
産
館
で
は
、
四
季
折
々
の
農
作
物
や
山

菜
、
キ
ノ
コ
な
ど
、
小
菅
村
な
ら
で
は
の
食

材
が
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

や
蕎
麦
、工
芸
品
も
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
３
年
６
月
に
は
、
道
の
駅
で
初

め
て
「
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機
」
が
設

置
さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
小
菅
村
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
情
報
端
末
が
設
置
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
が
行
わ
れ

て
い
る
。

⑶
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
こ
す
げ

平
成
25
年
、
道
の
駅
こ
す
げ
の
隣
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
。
自
然
の
樹

木
や
地
形
を
利
用
し
た
コ
ー
ス
で
、
木
に
登

り
、
渡
り
、
滑
り
降
り
る
と
い
う
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
楽
し
め
る
。

コ
ー
ス
は
２
種
類
。
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

コ
ー
ス
の
目
玉
と
な
る
の
が
１
３
０
ｍ
超
の

ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド
で
、
里
山
に
張
ら
れ
た
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
滑
車
で
一
気
に
滑
り
降
り

る
疾
走
感
は
格
別
。
木
か
ら
木
へ
移
動
す
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
ス
リ
ル
満
点
で
、
最
高

地
点
は
高
さ
15
ｍ
に
達
す
る
。
キ
ャ
ノ
ピ
ー

コ
ー
ス
は
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
難

易
度
を
低
く
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た 

新
ス
マ
ー
ト
物
流

小
菅
村
で
は
、「
新
ス
マ
ー
ト
物
流
Ｓ
ｋ

ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ
R」
の
集
約
所
（
ド
ロ
ー
ン
デ
ポ
R
）

を
拠
点
と
し
、
ド
ロ
ー
ン
と
車
両
を
使
用
し

た
配
送
と
買
い
物
代
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。

小
菅
村
に
は
食
品
を
取
り
扱
う
商
店
が
１

店
舗
の
み
。
多
く
の
住
民
が
買
い
物
の
た
め

に
隣
接
す
る
大
月
市
へ
車
で
30
分
か
け
て

通
っ
て
い
る
が
、
免
許
を
返
納
し
た
高
齢
者

や
車
を
持
た
な
い
住
民
に
と
っ
て
は
不
便
な

状
況
だ
。一
方
、村
内
で
は
３
事
業
者
が
宅
配

を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
各
社
車
両
の
積
載

率
は
低
く
、
非
効
率
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

新
ス
マ
ー
ト
物
流
は
物
流
の
効
率
化
・
自

動
化
を
目
指
し
て
お
り
、
各
社
の
荷
物
を
路

線
バ
ス
に
貨
客
混
載
し
て
村
内
の
集
約
所

（
ド
ロ
ー
ン
デ
ポ
R）
へ
運
び
、
集
約
所
か

ら
車
両
と
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
目
的
地
へ

届
け
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
地
域
の

利
便
性
向
上
と
物
流
の
効
率
化
双
方
を
実

現
で
き
る
。

▲

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
こ
す
げ

▲

食
事
処
「
ひ
の
き
」
の
生
わ
さ
び
丼

▲

小
菅
の
湯

▲

小
菅
村
に
つ
い
て
の
説
明
風
景

�

リ
サ
イ
ク
ル
の
町
か
ら 

　
　
世
界
の
未
来
を
つ
く
る
町
へ
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導
入
の
き
っ
か
け
は
、
株
式
会
社
エ
ア
ロ

ネ
ク
ス
ト
が
実
施
し
た
ド
ロ
ー
ン
飛
行
実
験

だ
っ
た
。
産
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
機
体
設
計
を

行
っ
て
い
る
エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト
は
、
ド
ロ
ー

ン
先
進
国
で
あ
る
中
国
で
実
験
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
の
影
響
を
受
け
て
断
念
。
日
本
国
内
で

実
験
で
き
る
場
所
を
探
す
中
、
候
補
地
と
し

て
小
菅
村
が
浮
上
し
た
。

同
社
は
令
和
２
年
９
月
に
小
菅
村
を
視
察

し
、
そ
の
後
、
舩
木
村
長
を
訪
問
。
２
か
月

後
、
ド
ロ
ー
ン
配
送
事
業
の
実
現
に
取
り
組

む
連
携
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
令
和
３
年
１

月
に
は
村
内
に
子
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｄ
Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
を
設
立
し
、
３
月
に
住
民
を
招

い
て
ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ
飛
行
を
行
っ
た
の

ち
、
４
月
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
新
ス

マ
ー
ト
物
流
の
実
証
実
験
を
開
始
。
11
月
、

商
用
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
新
ス
マ
ー
ト
物
流

Ｓ
ｋ
ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ
R」
の
運
用
を
開
始
し
、
現

在
は
ド
ロ
ー
ン
デ
ポ
Rを
拠
点
に
、
正
社
員

１
名
と
ア
ル
バ
イ
ト
２
名
の
３
人
体
制
で

サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
で

の
配
送
に
は
５
つ
の
ル
ー
ト
を
設
け
て
お

り
、
最
短
で
２
分
、
最
も
遠
い
ル
ー
ト
で
も

７
分
で
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
工
場 

Ｆ
ａ
ｒ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
製
造
す
る
Ｆ
ａ
ｒ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
株
式
会
社

は
、東
京
か
ら
近
く
、多
摩
川
の
源
流
で
あ
っ

た
こ
と
や
、
ビ
ー
ル
造
り
が
盛
ん
な
ド
イ
ツ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
寒
冷
な
気
候
と
似
て
い

た
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
、
小
菅
村
に
「
源

流
醸
造
所
」
を
立
ち
上
げ
た
。
令
和
２
年
に

は
本
社
機
能
を
小
菅
村
に
移
転
。
こ
の
工
場

で
造
ら
れ
る
ビ
ー
ル
は
小
菅
村
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
提
供
さ
れ
、
好
評
を

博
し
て
い
る
。

Ｆ
ａ
ｒ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

は
、
地
域
活
性
化
の
取
組
や
環
境
に
配
慮
し

た
取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
地
域
活

性
化
の
取
組
と
し
て
、
令
和
２
年
か
ら
地
域

の
生
産
者
と
連
携
し
て
「
山
梨
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
桃
、
梅
、
ぶ
ど

う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
県
産
農
産
物
を
使
用
し

た
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て
き
た
。
ま
た
、
地
域

の
観
光
業
者
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
地
域
と
の
共
生
を
図
っ
て
い
る
。

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
と
し
て
は
、
製
造

過
程
で
出
る
麦
芽
の
残
渣
を
動
物
用
飼
料
と

し
て
販
売
。
ビ
ー
ル
の
副
原
料
と
し
て
使
用

し
た
果
物
の
残
渣
も
村
内
の
廃
棄
物
処
理
施

設
で
堆
肥
化
し
、
道
の
駅
こ
す
げ
で
販
売
す

る
な
ど
し
て
い
る
。

現
在
は
道
の
駅
こ
す
げ
の
隣
で
新
工
場
建

設
の
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
さ
ら
な

る
雇
用
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
村
の
観
光

に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

古
民
家
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
小
菅　
源
流
の
村

古
民
家
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
株
式

会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
と
小
菅
村
が
協
力
し
て
、「
村

ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
令

和
元
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
宿
泊
施
設
。

小
菅
村
に
お
い
て
も
空
き
家
の
増
加
が
問

題
と
な
る
中
、
合
掌
造
り
の
古
民
家
（
細
川

▲源流醸造所（Far Yeast Brewing株式会社）

▲NIPPONIA小菅 大家のフロント

▲ドローン（試作機）

▲ドローンデポ®
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邸
）
の
家
主
が
転
居
す
る
こ
と
と
な
り
、
古

民
家
の
活
用
に
つ
い
て
村
に
相
談
が
あ
っ

た
。
村
は
、
古
民
家
再
生
の
事
例
を
紹
介
す

る
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
活
用
手
段
を
検

討
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
、「
大
家
」

と
い
う
古
く
か
ら
の
愛
称
は
そ
の
ま
ま
に
、

新
た
に
ホ
テ
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

ホ
テ
ル
の
開
業
に
際
し
て
は
、
住
民
向
け

の
内
覧
会
を
集
落
単
位
で
開
催
す
る
な
ど
、

村
人
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
と
い

う
。
ま
た
、「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ 

小
菅 

源
流
の
村
」
を
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
移
住

者
を
含
め
全
員
が
村
の
住
民
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
で
提
供
さ
れ
る
料
理
の
食
材
（
野

菜
・
川
魚
）
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
村
内
で
調

達
し
て
お
り
、
村
内
の
経
済
循
環
に
も
寄
与

し
て
い
る
。
ま
た
、
村
民
の
協
力
に
よ
り
、

宿
泊
者
は
散
策
や
収
穫
体
験
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

令
和
２
年
８
月
に
は
第
２
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
村
の
特
徴
的
な
地
形
で
あ
る
急

峻
な
崖
の
上
に
建
っ
て
い
た
古
民
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
、
新
た
な
客
室
棟
「
崖
の

家
」
が
誕
生
。
小
菅
村
で
暮
ら
す
よ
う
に
滞

在
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

木
工
工
房
・ 

株
式
会
社
小
菅
つ
く
る
座

小
菅
村
の
木
材
の
価
値
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
な
工
房
を
作
り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

平
成
30
年
に
改
修
し
た
小
菅
村
中
央
公
民
館

（
別
名
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
）
に
作
ら
れ
た
工
房
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
木
材
を
カ
ッ
ト
す

る
Ｃ
Ｎ
Ｃ
ル
ー
タ
ー
や
、
立
体
的
な
模
型
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
が
備

え
ら
れ
て
い
る
。

木
工
工
房
を
管
理
す
る
株
式
会
社
小
菅
つ

く
る
座
は
、
小
菅
村
産
の
木
材
を
活
用
し
た

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
豊
か
な
暮
ら
し
を
提

案
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
小
物
や
家

具
と
い
っ
た
身
の
回
り
の
物
か
ら
、
災
害
時

に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
組
み
立
て
式
の
ド
ー

ム
ハ
ウ
ス
ま
で
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
木
工

製
品
を
製
作
す
る
と
と
も
に
、
自
由
な
暮
ら

し
を
提
案
す
る
小
さ
な
家
「
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ

ス
」
の
設
計
も
手
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
工
房
と
し
て

も
開
放
し
て
お
り
、
小
菅
つ
く
る
座
の
メ
ン

バ
ー
が
製
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

以
上
、
小
菅
村
に
お
け
る
主
な
取
組
や
施

設
を
紹
介
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
「
小
菅
村

源
流
親
子
留
学
制
度
」
や
「
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
小
菅
村
産
の
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
村
立
体
育
館
の
建
設

な
ど
、
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

冒
頭
に
記
載
し
た
と
お
り
、
小
菅
村
の
人

口
は
６
５
２
名
。村
役
場
に
目
を
向
け
れ
ば
、

職
員
数
23
名
（
令
和
５
年
３
月
現
在
）
と
い

う
小
さ
な
村
で
あ
る
。

「
こ
の
小
さ
な
村
で
、
ど
う
し
て
こ
れ
だ

け
多
く
の
取
組
が
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
疑

問
を
抱
い
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
が
、
舩
木
村

長
か
ら
う
か
が
っ
た
「
行
政
も
民
間
と
同
じ

ス
ピ
ー
ド
感
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
言
葉
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

小
菅
村
で
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
住

民
、
移
住
者
、
民
間
事
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
上
手
く
協
力
し
な
が
ら
、「
小
菅

村
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
数
々
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
新
ス
マ
ー
ト
物
流
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ
R

の
充
実
、
Ｆ
ａ
ｒ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ

ｉ
ｎ
ｇ
新
工
場
の
建
設
を
は
じ
め
、
新
た
な

宿
泊
施
設
の
開
業
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
が
期
待

さ
れ
る
小
菅
村
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

�

全
国
町
村
会
行
政
部

▲

目
の
前
が
絶
景
の
崖
の
家

▲

木
工
工
房
・
小
菅
つ
く
る
座
視
察
風
景

▲集合写真　舩木村長（前列中央）を囲んで
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地方支援業務のメニューの１つとして、金融や地方財政に関する各種の研修・セミナーを実施しています。
基礎から専門的な知識の習得、最新の動向の把握など、ニーズに応じてぜひ積極的にご活用ください。

地方財政や地方公営企業に係る関心の高いテーマについて、
国における動向や先進的な取組事例を紹介します。

資金調達・資金運用を基本から学びたい
職員を対象とした研修を実施します。

資金調達に係る多様な選択肢の中から、自らの団体にとって最適なものを選び出す手法を
探るとともに、資金運用についての基礎から専門的知識の習得と実務遂行能力の向上を目
指すことを目的とした宿泊型研修を実施します。

地方公営企業等の担当職員（初任者～中堅職員）を対象とし、講義・演習を通じて地方公
営企業の基本的な制度の概要及び財務会計制度、経営改善手法などについて学びます。

令和５年度　集合形式の研修・セミナーを実施します！

JFM地方財政セミナー・ＪＦＭ地方公営企業セミナー

資金調達・資金運用に関する研修

お問い合わせ先

●�新型コロナウイルス感染症の予防・拡大防止の対策として開催を中止する場
合があります。最新の情報は機構HPでご確認ください。
●お申し込みは機構HP（宿泊型研修は JIAM、JAMPの HP）にて受付けます。
https://www.jfm.go.jp/support/
development/training/index.html

ファイナンスアドバイザーから直接学べる！
グループワークや演習で新たな視点を獲得！

実務担当者の生の
声が聞ける！

研修名 開催日 場所 講義プログラム（予定）
JFM 地方財政
セミナー 令和５年８月30 日（水） 大阪会場

（メルパルク大阪） 地方公会計、公共施設等の適正管理など

JFM 地方公営企業
セミナー（基礎） 令和５年７月10 日（月） 東京会場

（ルポール麹町） 公営企業の経営改善、公営企業のDX・GX
などJFM 地方公営企業

セミナー（応用） 令和５年８月 29 日（火） 大阪会場
（メルパルク大阪）

研修名 開催日 場所 講義プログラム（予定）

資金調達入門研修
令和５年８月２日（水） 東京会場

（JA 共済ビル） 借入金利の見方、借入金利の分析、銀行等
引受債の借入交渉、日本経済の見方、日本
銀行の金融政策と金利動向令和５年８月31日（木） 大阪会場

（メルパルク大阪）

資金運用入門研修
令和５年８月３日（木） 東京会場

（JA 共済ビル）
資金運用商品の種類と特徴、資金運用のリ
スク管理、資金運用の手法、銀行の現状と
指定金融機関、日本銀行の金融政策と金利
動向令和５年９月１日（金） 大阪会場

（メルパルク大阪）

研修名 開催日 場所 講義プログラム（予定）

資金調達・運用・
財政分析の集中講座

令和５年７月
12日（水）～14日（金）

全国市町村国際文化研修所
（JIAM：滋賀県）

資金調達入門研修、資金運用入門研修、資
金調達・運用に関する取り組み（事例発表）、
グループワーク、演習など

※一部、日帰り研修の内容と重複しています。
令和５年９月
20 日（水）～22日（金）

市町村職員中央研修所
（JAMP：千葉県）

研修名 開催日 場所 講義プログラム（予定）

JFM 地方公営企業
セミナー（総合）

令和５年６月
７日（水）～９日（金）

全国市町村
国際文化研修所
（JIAM：滋賀県）

座学（国における最新の動向、地方公営企
業の財務会計制度）、先進自治体の事例紹介
（水道の広域化、料金の適正化）、グループ
ワーク、演習など

日帰り

日帰り

宿泊型

地方公共団体金融機構　研修 検索

宿泊型

 お知らせ
☎　調査企画課 :03-3539-2676
☎　ファイナンス支援課 :03-3539-2677
📧  chihoushien@jfm.go.jp（共通）
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Ｉ
ｏ
Ｔ
で
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
支
援
へ
　

福
島
県
広
野
町
が
双
方
向
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

安
否
確
認

福
島
県
広
野
町
は
今
年
度
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
世
帯
と
双
方
向
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結

び
、
生
活
や
健
康
に
関
わ
る
情
報
提
供
と
安
否
確

認
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
民
間
事
業
者
の
Ｉ

ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
技
術
を
活
用

す
る
。
双
葉
郡
で
は
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
に
伴
う
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
（
復
興
拠

点
）
の
避
難
指
示
が
１
日
で
全
て
解
除
さ
れ
た
が
、

長
く
避
難
指
示
が
続
い
た
地
域
で
は
、
帰
還
者
の

多
く
が
高
齢
者
で
あ
っ
た
り
、
生
活
環
境
の
整
備

が
十
分
で
な
か
っ
た
り
な
ど
課
題
は
多
い
。
広
野

町
の
取
り
組
み
は
、
他
の
町
村
で
も
帰
還
へ
の
安

心
感
を
高
め
る
取
り
組
み
と
し
て
注
目
を
集
め
そ

う
だ
。

町
は
事
業
対
象
と
し
て
、
町
内
に
住
む
75
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
１
３
８
世
帯
を
想
定
し
て
い

る
。
初
年
度
は
希
望
す
る
約
１
０
０
世
帯
に
導
入

す
る
計
画
。
高
齢
者
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
事

業
を
展
開
し
て
い
る
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ａ
２
１

（
本
社
・
東
京
都
）
と
提
携
し
、
各
世
帯
に
専
用

端
末
「
マ
ゴ
コ
ロ
ボ
タ
ン
」
を
配
備
す
る
。
コ
ン

セ
ン
ト
に
つ
な
ぐ
だ
け
で
、
町
の
発
信
す
る
情
報

が
流
れ
る
。
高
齢
者
が
付
属
の
ボ
タ
ン
を
押
す

と
、
発
信
者
側
に
音
声
を
聞
い
た
こ
と
が
伝
わ

り
、
安
否
確
認
に
つ
な
が
る
。

忘
れ
が
ち
な
ゴ
ミ
出
し
の
日
や
総
合
検
診
な

ど
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

音
声
配
信
す
る
ほ
か
、
選
挙
の
投
票
日
、
夏
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
も
提
供
す
る
。
健
康
面
の

サ
ポ
ー
ト
で
は
、
暑
い
日
に
熱
中
症
予
防
を
呼
び

か
け
た
り
、
個
別
に
持
病
の
服
薬
時
間
を
知
ら
せ

た
り
す
る
こ
と
を
想
定
。
頭
の
体
操
と
し
て
の
ク

イ
ズ
の
出
題
な
ど
も
可
能
で
、
一
人
暮
ら
し
の
認

知
症
予
防
効
果
も
期
待
さ
れ
る
と
い
う
。

町
は
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
宣
言
し
、
高

齢
者
が
住
み
や
す
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
端
末
は
、
将
来
的
に
家
事
の
代

行
や
買
い
物
支
援
、
事
務
手
続
き
な
ど
高
齢
者
の

幅
広
い
要
望
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
視
野

に
入
れ
る
。

町
は
３
月
定
例
町
議
会
の
２
０
２
３（
令
和
５
）

年
度
当
初
予
算
に
関
連
予
算
を
計
上
し
、
可
決
さ

れ
た
。
４
月
中
に
希
望
者
を
募
り
、
早
け
れ
ば
５

月
に
試
験
的
に
運
用
を
始
め
る
。
遠
藤
智
町
長
は

「
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
環
境
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
語

る
。�

（
福
島
民
報
・
４
月
10
日
）

手
話
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

動
画
に
　
市
川
三
郷
　
聴

覚
障
害
の
職
員
制
作

　

山
梨
県
市
川
三
郷
町
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
を
手
話
で
説
明
す
る
動
画
を

作
っ
た
。
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
町
福
祉
課
職
員
の

村
松
裕
子
さ
ん
（
57
）
が
、
聴
覚
障
害
者
の
要
望

に
応
え
る
形
で
企
画
し
、
編
集
も
担
当
し
た
。

村
松
さ
ん
に
よ
る
と
、
普
段
の
業
務
な
ど
で
接

し
て
い
る
聴
覚
障
害
者
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何

か
」
と
い
う
質
問
を
受
け
、
理
解
促
進
に
つ
な
げ
よ

う
と
動
画
制
作
を
企
画
し
た
。
専
用
の
ソ
フ
ト
を
使

い
、
撮
影
し
た
映
像
の
編
集
に
も
取
り
組
ん
だ
。

動
画
は
短
編
（
約
６
分
）
と
長
編
（
約
５
分
を

２
本
）
を
用
意
。
町
職
員
が
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」

「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
17
項
目
の
目
標
と
達
成
に
必
要
な
行
動
の
具

体
例
を
説
明
し
、
手
話
通
訳
士
が
聴
覚
障
害
者
向

け
に
内
容
を
知
ら
せ
て
い
る
。

動
画
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
視
聴
で
き
る
。
村
松
さ
ん

は
手
話
で
「
一
緒
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
勉
強
し

な
が
ら
、
具
体
的
な
行
動
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

（
山
梨
日
日
新
聞
・
４
月
５
日
）

職
員
の
副
業
認
め
る
　
得
た
経
験
を
行
政
に

反
映
、
和
歌
山
県
す
さ
み
町

　

和
歌
山
県
す
さ
み
町
は
本
年
度
か
ら
、
職
員
の

副
業
を
認
め
る
規
則
の
運
用
を
始
め
た
。
地
域
お

こ
し
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
動
を
認
め
る
こ
と
で

知
識
や
経
験
が
得
ら
れ
、
結
果
と
し
て
職
員
の
能

力
が
高
ま
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

地
方
公
務
員
法
に
基
づ
く
制
度
。
副
業
を
希
望

す
る
職
員
が
、
所
属
長
を
通
じ
て
町
長
に
許
可
を

申
請
す
る
仕
組
み
。
本
業
に
支
障
を
来
さ
な
い
か
、

利
害
関
係
の
有
無
を
確
認
す
る
ほ
か
、
公
務
員
と

し
て
の
信
用
に
影
響
し
な
い
か
ど
う
か
も
踏
ま
え

て
判
断
す
る
。

規
則
の
運
用
に
際
し
、
町
は
「
ま
ち
づ
く
り
推

進
」「
農
林
漁
業
の
振
興
」「
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
増
進
」「
任
命
権
者
（
町
長
）
が
認
め
る
も
の
」

な
ど
12
項
目
を
対
象
と
し
て
挙
げ
、
会
計
年
度
任

用
職
員
を
含
む
全
職
員
の
約
１
８
０
人
に
通
知
し
た
。

副
業
の
時
間
や
報
酬
額
は
、
内
閣
人
事
局
が
２

０
１
９
年
３
月
に
公
表
し
た
内
容
を
参
考
に
す

る
。
時
間
は
勤
務
時
間
外
で
週
８
時
間
以
下
、
１

カ
月
で
30
時
間
以
下
。
報
酬
は
「
社
会
通
念
上
、

相
当
と
認
め
ら
れ
る
程
度
」
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
例
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
ケ
ー

ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
判
断
す
る
。
具
体
例
を
示

す
こ
と
も
検
討
す
る
。

職
員
の
副
業
を
認
め
る
背
景
に
は
、
町
で
進
む

過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
が
あ
る
。

３
月
末
の
町
人
口
は
３
６
３
０
人
で
、
高
齢
化
率

は
47
・
６
％
。
10
年
前
（
２
０
１
３
年
３
月
末
）

は
人
口
４
６
９
１
人
、
高
齢
化
率
42
％
だ
っ
た
。

一
方
、
町
職
員
の
年
代
構
成
で
は
20
～
30
代
が

最
多
と
い
う
。
こ
の
職
員
ら
に
職
務
外
で
地
域
へ

出
る
こ
と
を
促
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
。

（
紀
伊
民
報
・
４
月
12
日
）

ド
ロ
ー
ン
で
農
薬
散
布
実
験
　
作
業
時
間
は

10
分
の
１
　
高
知
県
土
佐
町

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
の
実
証
実
験
が
こ

の
ほ
ど
、
土
佐
町
田
井
の
田
ん
ぼ
で
初
め
て
行
わ

れ
た
。
住
民
ら
は
通
常
の
10
分
の
１
の
時
間
に
短

縮
で
き
た
こ
と
に
感
心
。
今
後
、
試
験
を
繰
り
返

し
て
課
題
を
検
証
し
、
実
用
化
を
目
指
す
。

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
て
農
作

業
の
省
力
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
町
や
県
、
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
つ
く
る
町
デ
ジ
タ
ル
化
技

術
導
入
推
進
協
議
会
が
実
施
。
同
協
議
会
は
県
の

補
助
金
を
活
用
し
て
農
薬
10
リ
ッ
ト
ル
が
入
る
ド

ロ
ー
ン
（
縦
横
約
１
メ
ー
ト
ル
）
１
台
（
約
２
３

０
万
円
）を
３
月
に
購
入
し
、集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

松
ケ
丘
に
配
置
し
て
い
る
。

３
月
29
日
、
同
セ
ン
タ
ー
近
く
の
田
ん
ぼ
に
住

民
の
ほ
か
町
職
員
や
県
の
嶺
北
農
業
改
良
普
及
所

職
員
ら
12
人
が
集
合
。
農
機
具
メ
ー
カ
ー
社
員
が

田
ん
ぼ
の
広
さ
や
飛
行
高
度
な
ど
の
情
報
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
に
入
力
す
る
と
、
ド
ロ
ー
ン
は
衛
星

利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
な
ど
を
使
っ
て

自
律
飛
行
し
、
５
分
ほ
ど
で
約
３
０
ア
ー
ル
の
田

ん
ぼ
に
農
薬
に
見
立
て
た
水
を
ま
き
終
え
た
。

（
高
知
新
聞
・
４
月
4
日
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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中
能
登
町
は
、
石
川
県
の
能
登
半
島
の

中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
人
口
は
約
１
万

７
千
人
で
、
面
積
は
89
・
45
㎢
、
能
登
半

島
で
唯
一
海
に
面
し
て
い
な
い
町
で
す
。

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
鳥
屋
町
、
鹿

島
町
、
鹿
西
町
が
合
併
し
誕
生
し
て
か
ら
、

早
や
18
年
が
経
ち
、
新
し
い
歴
史
文
化
の

歩
み
を
刻
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、町
内

に
は
歴
史
や
文
化
を
物
語
る
数
多
く
の
史

跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
国
指
定
史
跡
で
あ

る
石
動
山
や
雨
の
宮
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
能
登
町
の
繊
維
産
業
の
源
流

と
な
る
約
二
千
年
前
か
ら
伝
わ
る
麻
織
物

の
能
登
上
布
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
能
登
上
布
の
技
術
が
合
繊
織
物
の
技

術
に
結
び
つ
き
、
か
つ
て
は
東
洋
一
の
生

産
量
を
誇
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
能
登
町
で
は
繊
維

産
業
を
中
心
と
し
た“
も
の
づ
く
り
産
業
”

が
発
展
し
て
い
た
地
域
で
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
昭
和
30
年
代
に
は
日
本
各
地
か
ら

集
団
就
職
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
若
く
し

て
故
郷
を
離
れ
て
織
物
工
場
に
就
職
さ
れ

た
従
業
員
の
学
び
の
場
と
し
て
の
教
育
環

境
が
あ
る
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
や

文
化
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
等
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
織
物
工
場
で
学
ん
だ
技
術
を

活
か
し
て
独
立
さ
れ
、
町
内
で
は
最
大
で

３
０
０
件
以
上
の
織
物
工
場
が
あ
り
、
夫

婦
共
に
力
を
あ
わ
せ
て
働
く
共
稼
ぎ
で
の

織
物
工
場
の
経
営
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
子
育
て
環
境

整
備
の
必
要
性
や
、
公
民
館
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
合
併
前
の
旧
町
に
お

い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
策
が
あ

り
、
新
町
発
足
後
も
、
さ
ら
な
る
子
育
て

支
援
の
拡
充
に
よ
り
、
直
近
の
中
能
登
町

の
出
生
率
は
、
１
・
83
％
と
県
内
ト
ッ
プ

と
な
り
、
幸
福
度
が
高
い
北
陸
３
県
で
も

上
位
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、
廃
校
と
な
っ
た
旧
中
学
校
校
舎

を
役
場
庁
舎
と
し
て
改
修
し
、
開
庁
に
あ

わ
せ
て
職
員
提
案
で
組
織
の
見
直
し
を
行

い
、
新
た
に
「
子
育
て
支
援
室
」
を
発
足

し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
室
で
は
、
妊
娠
前
か
ら
18

歳
ま
で
の
育
児
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
多
岐
に
わ
た
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
き
め
細
か
く
寄
り

添
う
独
自
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、「
お
母
さ
ん
の
休
み
時
間
」

が
好
評
を
得
て
お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世

話
を
す
る
中
で
、
心
に
た
ま
っ
た
悩
み
や

疑
問
の
情
報
交
換
が
で
き
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

妊
娠
や
子
育
て
期
を
経
て
、
思
春
期
に

至
る
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
幅
広
い
悩
み
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
、
専
門
知
識
を
持
つ
助
産
師
や
保
健

師
、
保
育
士
と
管
理
栄
養
士
等
が
チ
ー
ム

を
組
み
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
期
や
学
童
期
、
そ
し
て
思
春
期

の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、
気
軽
に
話
せ
る

機
会
を
設
け
、
心
に
た
ま
っ
た
悩
み
や
疑

問
を
情
報
交
換
し
、
会
話
を
楽
し
む
こ
と

に
集
中
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
の
ベ
テ
ラ

ン
が
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を
す
る
な
ど
、

心
置
き
な
く
語
り
合
う
時
間
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
子
育
て
支
援
の
充
実
に
よ
り
、

能
登
地
域
に
あ
っ
て
人
口
減
少
が
ゆ
る
や

か
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
能
登

町
に
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
や
、
空
き
家

を
利
用
し
、
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

さ
れ
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
開
業
さ
れ

経
営
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

一
日
一
客
の
お
も
て
な
し
や
、
宿
泊
者

同
士
が
交
流
す
る
宿
、
そ
し
て
地
元
の
人

と
交
流
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

宿
泊
さ
れ
た
方
に
、
宿
の
印
象
を
お
聞

き
し
ま
す
と
、
宿
の
外
か
ら
聞
こ
え
る
鳥

の
さ
え
ず
り
や
、
虫
の
鳴
き
声
、
春
の
水

田
で
の
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
、
遠
く
か
ら
時

折
聞
こ
え
る
電
車
の
音
等
、
地
域
に
長
く

住
ん
で
い
る
私
た
ち
が
あ
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
音
が
、
ど
こ
か
懐
か
し
く
聞

こ
え
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

中
能
登
町
の
古
民
家
の
宿
に
宿
泊
さ
れ

た
方
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
中
能
登
時
間

の
流
れ
を
感
じ
て
、
ひ
と
時
の
癒
し
を
感

じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
地
に
は
「
能
登
は
や
さ
し
や
土
ま

で
も
」
と
い
う
言
葉
が
語
り
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

か
つ
て
は
山
岳
信
仰
の
霊
場
と
し
て
栄

え
た
石
動
山
に
ゆ
か
り
の
あ
る
言
葉
で
、

中
能
登
に
暮
ら
す
人
の
情
や
、
風
土
、
結

び
つ
き
が
言
い
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
言
葉
が
伝
わ
る
石
動
山
に
お

い
て
、
第
10
回
中
能
登
ト
レ
ジ
ャ
ー
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
大
会
を
今
秋
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
記
念
大
会
と
し
て
、
歴
史
を
た

ど
る
新
た
な
コ
ー
ス
も
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
走
る
こ
と
を
趣
味
の
ひ
と
つ
と
し

て
お
り
、
昨
年
も
前
日
に
開
催
さ
れ
る
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
方
と
の
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
に
、
中
能
登
の
地
で
皆
さ
ま
を
お
迎

え
す
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
　
ふ
れ
あ
い
　
心
を
育
み

　
　
さ
さ
え
あ
え
る
中
能
登
町
へ

宮み
や

下し
た

　
為た

め

幸ゆ
き

石
川
県
中な

か

能の

登と

町
長
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